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をもとめながら躊躇 し、低迷 し、問題がます ま
す複雑化 してい く現状 に対応すべ きであるとの
精神科医師と臨床心理士である筆者 とのあいだ







































年 次 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 合 計
人
生
死 2 2 4 4 2 3 3 5 5 25 55
孤独 0 2 1 6 4 9 18 6 4 81 131
生き方 34 55 59 42 35 59 58 41 49 132 564
性格 2 9 9 7 10ら 29 21 7 8 54 156
適正 ・職 業 7 17 18 11 14 15 za 10 20 69 209
思想・心情・宗教 0 2 0 2 1 1 1 0 0 6 13
その他 1 1 0 0 0 2 0 1 0 5 10
合計 46 88 91 72 ss 118 129 70 86 372 1138
健
康
病気 ・身体 22 16 16 25 17 14 11 6 12 23 162
性病 ・性器 1 7 1 3 0 1 0 3 1 3 20
心の不安 96 155 277 440 731 364 420 332 319 453 3587
神経的訴え 205 226 249 394 455 193 312 285 290 143 2752
精神病 274 305 289 273 139 143 325 456 561 184 2949
薬物 1 1 5 1 3 2 3 0 1 3 20
酒癖 8 17 13 11 9 5 13 10 8 8 102
健康保持増進 1 1 0 0 0 0 3 0 4 8 17
その他 1 2 0 0 0 4 0 2 0 3 12
合計 609 730 850 1147 1354 726 1087 1094 1196 828 9621
家
族
息子 ・娘 ・嫁 ・婿 72 70 68 56 63 47 65 74 82 147 744
親 ・舅 ・姑 ・ 14 22 15 17 23 23 30 8 17 102 271
兄弟 ・姉 妹 7 13 15 18 8 16 14 10 8 25 134
その他親族 5 4 7 5 5 2 3 4 2 9 46
扶養 ・介 護 0 0 0 0 2 1 2 5 2 4 16
その他 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 4
合計 98 109 105 96 101 90 114 101 111 290 1215
夫
婦
性格 ・行動 20 18 42 40 25 42 30 20 16 47 300
生計 2 0 1 2 0 0 1 1 z 10 19
性生活 4 6 4 3 6 1 1 0 6 3 34
妊娠・中絶 ・出産 6 1 2 2 2 1 1 0 1 2 18
浮気 ・不貞 7 11 8 6 5 10 8 4 8 7 74
瀰 0 4 2 5 2 2 5 0 1 13 34
その他 4 4 13 5 3 9 11 12 5 2 68
合計 43 44 72 63 43 65 57 37 39 84 547
異
性
嬬 3 1 3 3 3 6 7 2 11 8 47
恋愛 3 3 0 2 4 7 4 2 2 i8 45
纈 0 3 3 1 5 38 3 2 3 2 60
肉体関係 3 0 0 2 1 5 4 1 1 4 21
同姓 0 0 0 0 0 1 0 0 1 3 5・
離別 0 3 3 1 0 3 2 4 1 7 za
その他 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1





友人 ・仲間 3 1 3 3 3 4 5 4 5 36 67
知人 0 2 0 0 0 0 1 2 4 5 14
嬲 3 3 6 12 7 9 4 8 11 21 84
礪 3 12 4 7 9 6 6 6 0 19 72
団体グループ 0 0 2 1 1 5 5 4 8 15 41
その他 1 1 0 z 0 0 0 0 1 12 17




性 16 29 9 24 2 16 12 8 9 18 143
教 育 43 67 58 60 33 29 56 37 34 30 447
法 律 30 35 48 65 57 49 11 48 54 55 452
相談以外 3 3 5 s 2 4 8 6 3 11 51































平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 合 計
人生 46 88 91 72 66 118 129 70 86 372 1138
健康 609 730 850 1147 1354 726 1087 1094 1196 :: 9621
家族 98 109 105 96 101 90 114 101 111 290 1215
夫婦 43 44 72 63 43 65 57 37 39 84 547
異性 9 10 9 9 13 61 20 11 19 42 203
対人関係 10 19 15 25 zo 24 21 24 zs 108 295














「健康」に関す る相談の内容 を見 ると(図3)、
総件数9621のうち 「心 の不 安」3587件(37.2パ
ーセ ン ト)、「精神病」2949件(30.6パーセ ン ト)、
神経症 的訴 え2752件(28.7パーセ ン ト)、この
3項 目で96.5パー セ ン トを占めてい る。相談者
の精神 神経障 害 の有 無 について表3を 見 る と、
21パー セ ン トのな しを除 くと治i療中が54パーセ
ン ト、疑 い20パーセ ン ト、既往歴 あ り5パ ーセ
ン ト、計79パーセ ン トとなっている。 これは専
門相談電話 の特徴 であ る。 「な し」 は、 なん ら
かの不安 を抱 え た本人 か、家族 か らの精神神 経
障害に関する相談で あるが、数的 には少 ない こ
とがわかった。 また、 図4に よれば治療中の人





年 次 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 合 計
無 し 248 348 375 361 234 314 :. 263 246 290 2965
既往歴あり 49 59 38 76 124 97 54 52 164 79 792
疑い 112 190 212 354 540 231 261 262 242 216 2620
治療中 498 537 637 776 793 540 914 859 928 1254 7736






























行 してい くのである。 もちろん、電話相談では
解決できないではないか、 という怒 りや残念 さ
を感 じる相談者も含まれていることは十分推測
できる。


























原家族:父 は事業家として成功 し、P子 は4
































ってい くパ ターンを繰 り返してきたように推測
される。)スーパーヴィジ ョンで、相談員は













































「そう」状態 と落ち込み とが くりかえされる。



















女 の心の中では次第 ターゲ ットが夫にしぼ ら





















































































































































家族 との絆を確認 しようとしてできない辛 さ、
夫、子ども、 しゅうとたちに仕えて、人生のご
ちゃごちゃしたことをやりとげた今、何一・つ手
中に残っていないむなしさは、ひととして哀 し
く、切ない。そういう現代 日本の中年女性共通
のものに深 く共感 しているのである。この共感
こそが、P子 を支えてきたものである。そして
終結期に 「しかたがない」 というあきらめよう
がみごとであるとも相談員たちはいう。 しかた
ないよね、 とそのことをうけいれようとするい
じらしさとまだ消 え去 らないあがきがよくわか
る。いっぱいうらみや残念さがあってもそねみ
やねたみがな く、仕返しをしてやろうと思わな
いすなおさ、家族への思いを折 りたたみ、現実
に身近にいる信 じられる他者(相 談員、ヘルパ
ー、医師)の いうことをうけいれて生 きていこ
うとしている姿に、電話相談の支援効果 をみる
ことができる。
(事例の内容は、プライバシー保護のため、
かなりの部分修正されている)
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